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KY,先生がプリントして配布されていたものは､工夫があっておもしろい｡ 学生達 も主にそこに依拠 して学習
(予復習や授業中の確認) している｡







･速すぎるという感 じがなく､学生としてはノー トを取 りながら考えるということができていたのではないか.

























































































































































































































○今日の文化 の 相 対 化













































○学問観を伝えることで 専 0 養2














































































































































































































































































･ (文献紹介の中で)最新のもの (情報)を知 らせ ｢自分もまだ読んでいない｣｡
YG,河上肇について ｢私の大先輩､いや先輩というのはおこがましい､大先達といった方がいい｣という言い回
しのなかに､先生にとって河上肇がどういう人なのかが伝わってきて､講義を受けている者にも親近感を呼び
起こす｡
○自分の体験を入れることで揮業内容を豊富化
KT,公害研究所時代のお話､霞ケ浦での調査の際､漁業長に ｢長期的に霞ケ浦を良くするため｣ということを語っ
て調査に協力してもらったお話など､研究 ･調査の遂行にあたっての具体的な話を織り込まれー調査が単に机
の上だけで為されていくのではないこと､現実と切り結んでいくこと､といった先生の姿勢が表されており､
授業の内容が平面的ではなく､豊富なものになっている｡
KT,分散分析に注目していく過程を具休的に話 し､これまで十分にやられなかった分野を切り開いて行く研究の
姿勢を随所に示す｡それが学生の集中を促す (ノートをとる者が非常に多い｡授業中に質問が出る)0
○学問的立場の表明
HT,自分の学問観を表明する｡(先生って身体張ってやってるんだ)
･｢今はバイオバイオですが､有機化学をわからないで生命科学はできない｣
YG,教師の学問的位置を示す｡
他方 ｢現実的力を持ちうるためには利己心を持ち込まざるを得ないのではないか｣｢河上肇のメンタリティー
はかえって障害だったのではないか｣というまとめは､先生の学者としての立場を意識させてくれた｡
OD,自分の学問的テーマを説明する｡
･こころとからだ､意識と反射等の関係を追求される中で､｢運動科学は西田哲学とどこでつながるのか｣が今
日の先生のテーマになっていると説明する｡
HT,学問研究の先輩として勉強の仕方を伝える｡
･一般論ではなく､自分の経験を話す.それは有機化学の内容というより研究者として育っていく上での自己コ
ントロール､自己表現､人との関わりなど ｢生き方｣として.
･｢見栄を張らずに日本語で読む｣(継続意欲)
･｢問題演習をするのが大事｣-京都教育大の学生はレポートと添削で力をつけた｡
･｢グループでチェックしあう｣ ･｢気のおける仲間を見つける｣･｢信頼できる先生をつくる｣大学の先生を
利用 しよう｡
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･｢メインのテキストを決める-必要に応じて部分読みする-振り返ってみると8割方読んでいる｣｡
･｢-イと手を挙げる｣その-一ドルを越えることが大きい｡教師にも印象づけられる｡
･｢この学会で3回質問するぞ｣と決めて実行してから自分の中で変化が起こった｡自分が試されると言うこと
だ｡
OD,研究者としての自己形成を語る｡
･先生が研究者として自分をいかに形成 してきたか､今どこにいるのか､これからどこに行こうとしているのか､
つまり学問とは何か､研究者とはいかなる存在かを､授業の内容を通して伝える｡
KT,調査 ･分析によって出てきた数字にしても ｢さあ､これをどう見るか?6か月くらい悩んだんですね｣｢数
字が出てきたらそれでおしまい｣ではなくそこから考える｡
MB,自分の研究過程の苦労を語る｡
･豚のカリイソ細胞をネズミに打っ ｡ 豚の細胞の抗体を作る｡｢2年やってダメということもあった｣
｢-イブリッド抗体｡これが何を認識しているのか｣
細川包の表面に何かあるということがわかる｡
HT,授業で話されている知識を先生がどのように獲得 したかという過程も含めて授業で話す｡(｢実は､70年代私
もオックスフォード大のチームに加わっておりましたので､このデータを早 く手に入れることができました｣)｡
EB,自分の比較教育の研究が留学や外国生活にあるというメッセージ｡
○学生の持業運営への参加
BC,授業の運営に関与できるというメッセージを送る｡
･授業の進め方について提案し､どれを希望するか挙手を求める｡
○学習環境
NS,｢授業の空間 ･時間｣の劣悪性がより強く感じられ､敢えて教室に留まることの大変さを思い知らされる｡
NY,受講生以外の学生が混ざった ｢教室｣､非常に蒸し暑い中でコンピュータと格闘しなければならない.
NT,学生も､教室が暑くなるとだまってクーラーを付けるなど､自然に学習環境を整えていました｡
○マネージメント
OT, レポート提出は開始時あるいは時間前に行えないか｡
･出席学生は当初33人､最終65人 (だと思います)｡中途入室者が多く見られた｡この多くが時間中にレポー ト
作成をする者で､私語もそのことに関するもの｡ 授業の集中を乱す大きな要因になっている｡
KN,学生の参加状況
･私語をする､語学の予習をする､雑誌を読む､寝るといった課題外の行動をとる者は教室後方三分の一に集中｡
彼らは数人のグループで散在し､ほとんど授業の冒頭から最後までその行動を続ける｡はじめから授業に参加
する気持ちがない｡
･遅刻してくる者がだいたい後方に座るので､この雰囲気はさらに強化される｡
･中途退席する学生が5名｡最も早い者で開始32分､もっとも遅い者で65分｡
HN,受講態度について厳格｡
･遅れてきた学生には不快感を隠さない
･私語を注意する
ほとんどの授業で､遅刻や私語に ｢無頓着｣で教師が教え続けるという光景が一般的であり､その意味では
かえって新鮮に感 じる｡
MS,視点を与えて注意を喚起する｡
･フランス語版の時に､先生が発音に注意 して聞くようにいうことで､集中が高まる｡
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動作も入れられながら ｢今日はみなさんの身体がいかに汚いかを見てもらいます｣とか､｢平素無害菌､ こ
れはいい言葉ですね｣｢全く英語がミゼラブルな状態になっています｣｢世の中にはわけのわからん研究をして
いる人がいて ･･｣等､講義のところどころにいわゆる講義口調とは異なる口調でお話をはさまれ､一歩､学
生の方に踏み込んでいくような姿勢を示す｡
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